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研究成果の概要（和文）：この研究は、ボツワナ共和国のカラハリ地域で話される、カラハリ盆地言語帯コエ・
クワディ語族カラハリ・コエ語派を対象として、(i)語派の3語群の構造的特徴とその変異を総合的に理解し、
(ii)その変異パタンに着目して各語群の類型論的特色を解明し、(iii)その特色を明瞭に描き出す音韻論と文法
と語彙を文書化することに取り組んだ。その結果、学術論文14点、学会発表32点、辞書編纂1点、を成果として
生み出した。記述の対象となった言語は、当該語派の3語群の７言語（シュア語、ツィハ語、クエ語、ナロ語、
ハバ語、グイ語、ツィラ語）に加え、それらと接触するコン語を含む。

研究成果の概要（英文）：This study carries out linguistic documentation of selected languages from 
the Kalahari Khoe branch of the Khoe-Kwadi family, namely Shua, Ts'ixa, Khwe, Naro, Haba, Gui, and 
Tshila. It aims (i) to provide an in-depth description of the phonology, grammar and lexicon for 
each sample language, and (ii) to present a typological profile of the Kalahari Khoe branch by 
revealing its cross-linguistically uncommon features. The project has so far delivered 14 academic 
papers and 32 conference presentations, which discuss linguistic typological and historical issues 
of the Kalahari Khoe languages. In addition, the project has produced, as a spin-off, an extended 
and revised edition of the dictionary of !Xoon, a non-Khoe language, which has a long and close 
contact with Gui and Naro.

研究分野： 言語学、音声学、音韻論、コイサン諸語研究

キーワード： コイサン　コエ　カラハリ　言語ドキュメンテーション
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１．研究開始当初の背景 
	 いわゆる「ホッテントット」と「ブッシュ
マン」の言語、つまりコイサン諸語は３語族
からなる。そのうちのひとつにあたるコエ・
クワディ語族はコエコエ語派とカラハリ・コ
エ語派とに系統分類される。「ホッテントッ
ト語」として 1930 年代から精密な記述がな
されてきたコエコエ語派に比べて、本研究の
対象であるカラハリ・コエ語派は、辺境に住
む狩猟採集民（「ブッシュマン」）の言語であ
ることも調査を難しくし、信頼できる充分な
言語データの収集と分析が長らく立ち後れ
ていた。さらに、そもそも少ない話者人口が
近年いっそう激減しつづけているため、この
語派の言語学的ドキュメンテーションはコ
イサン言語学にとって緊急の課題である。
2000 年の時点ですら、ナロ語の辞書、小規
模のグイ語の音韻論、クエ語の文法とテキス
ト以外には、共時的記述に取り組む研究はな
かった。 
	 その後 10 余年に、日本と欧州を中心とし
て新しい調査研究プロジェクトが実施され、
カラハリ・コエ語派の言語学的記述研究は新
しい段階に入った。日本では、研究代表者の
中川が、科研費を使った２つのプロジェクト
（課題番号 19401019, 15401013）を中心と
して同語派の３語群のうち南西カラハリ・コ
エ語群の探求を推進した。その結果、文法概
説や詳細な音韻論が記述され、辞書編纂が進
み、同語群を類型論的に特徴づける特殊語彙
の考察が展開された。欧州では、ヨーロッパ
科学財団の研究助成による KBA (Kalahari 
Basin Area)プロジェクトで大規模なコイサ
ン言語学研究調査が 2008~2012 年に実施さ
れた。これに中川は構想段階から参画し、連
携プロジェクト主査として南西カラハリ・コ
エ語群の調査研究にたずさわった。また KBA
は、未記述の東カラハリ・コエ語群のシュア
語とツィハ語の本格的な記述言語学的調査
に初めて着手した。 
	 この研究動向をさらに発展させ、まだ調査
が不十分な言語の資料を収集・拡大するため
に、言語類型論的な視点を重視した言語学的
ドキュメンテーションのプロジェクトを構
想した。 
 
２．研究の目的 
本研究は、コエ・クワディ語族カラハリ・

コエ語派を対象として、 
（1）語派の 3 語群がもつ構造的特徴とその

変異（共通点・類似点・相違点）を総合
的に理解し、 

（2）その変異パタンに着目して各語群の類
型論的プロファイルを解明し、 

（3）その類型論的プロファイルを明瞭に記
載する音韻論と文法と語彙集を作成し、 

（4）その記載を裏付ける豊富な言語素材を
言語学的注釈付き文書として編纂する 

ことを目指した。 
 

３．研究の方法 
本研究目的を達成する方法は次の通り： 

（1）カラハリ・コエ語派内のバランスと未
記述の程度・調査実現性を考慮して、調
査対象言語を厳選し、 

（2）刊行資料だけでなく未刊行資料をもふ
まえて、各言語の調査重点領域を設定し、 

（3）共同研究の円滑な実現が見込める海外
共同研究者参加の研究組織体制をしき、 

（4）調査・分析・記述の枠組みを規定する
調査票とツールを研究組織で共有し、 

（5）現地調査で各言語の 1 次資料を収集・
分析・記述しながら、常にそれを組織内
で相互参照し、 

（6）個別言語の音韻論、文法、辞書、テキ
ストの記述を進めながら、 

（7）語派の類型論的全体像、音韻理論への
貢献、カラハリ・コエの歴史研究への含
意などを討議した。 

 
４．研究成果	
	 言語学的ドキュメンテーションの直接対
象として、カラハリ・コエ語派の 3語群から
７言語（シュア語、ツィハ語、クエ語、ナロ
語、ハバ語、グイ語、ツィラ語）を厳選し、
現地調査によってこれらの 1次資料を組織的
に収集した。 
	 これら７言語のうち、ハバ語とツィラ語は、
このプロジェクト開始前は、事実上、未記述
の言語であった。これらのドキュメンテーシ
ョンによって、南西カラハリ・コエ語派全体
がもつ、言語類型論的な特徴が浮かび上がっ
てきた。また、本プロジェクト開始時におい
ては、ようやく音韻論・文法の素描的記述が
入手できる程度であったシュア語とツィハ
語は、カラハリ・コエ語派の本格的な比較研
究に着手できる質と量のドキュメンテーシ
ョンが蓄積された。 
	 このプロジェクトによって得られた知見
のうち、特筆すべきものは次の通り：カラハ
リ・コエ語派の(i)分節音韻論的な類型論的特
徴（特に、子音体系の特異な設計の共通性と
多様性、母音弁別素性の語根内分布の歪み）、
(ii)声調論における TBU と声調メロディ領域
の共通性、(iii)形態統語論における PGN接語
にコード化される文法範疇の多様性、語彙意
味論における類型論的稀少特徴（色彩語、温
度語、飲食動詞、親族語など）。 
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